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ABSTRACT

ThedatawereobLalnOdbycomputeroperat10nOnOurunlVerSltyStudents

fortenycarsfrom1983through1992　Wegotthedataof9，286cconomlCS－

maJOr Studcnts and　6，0841aw－ma）Or SLudents，boLhln freshmen and

SOphomores，PICkedupaltogether15，370datalntenyearS

We took statlStlCSln thc mean values，the standard dcvlatlOn，the

regressIVeequaLlOn，themultlple－COrrelatlOnCOefflClentSandtheF－ratlOOf

varlanCeanalysIS

ThemeanvaluesofStcpTcstlntenyearS（1983－1992）areasfollows，

EconomlCS－maJOr Frcshmen6157cmandSophomores　6175cm

Law－maJOr Freshmen5959cm andSophomores　6073cm

Tho data obtalnCd wcrc comparcd wlth the natlOnW】de mean vallleS Of

unlVerSltyStudents Asaresult，thecomparlSOnShowsthatthemeanvalues

of rreshmen（average6058cm）and sophomores（average6124cm）at

OUllL（OsakaUnlVerSltyOf11conomlCSandLaW）recordedlowerthanthose

natlOnWlde mean values

（7’んe月elノIeMの／OsαふαrノWJerS乙抄q／ガcomOmlCSα几dムαM，67（7997）pβ3－

776）
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コンピュータ解析による大阪経済瀞科大学学生の約台昇降運動（1983～92）（沢、中澄、高垣）

1　は　じ　め　に

スポーツテストには、体格診断テスト、体力診断テスト及び運動能力テスト

の3種類がある。著者らは、このうちの体力診断テストを行うため、1983から

1992作までの10年間に本学にれ籍した学件を対象に収集し、データを分析した。

測定者数の内訳は、経済学部生（9，286名）および法学部生（6，084名）で、合

封にすれば15，370名である。なお、測定対象者の年齢は1年次生（18ノH、2

年次／j＿（19／ナ）とした。

ここで、踏台昇降運動を対象とした統計吊は、平均値・標準誤差・回帰方程

式・南柏関係数および分散分析のF値の5項目である。この10年間の踏台昇降

運動をト均でみると、経1（6157cm）・経2（6175cm）・法1（5959cm）お

よび法2（6073cm）である。これは1年生全体で6058cm、2年生全体では61

24cmである。さらに、本学全体でみると60．91cmになる。

次に、文部省が毎年実施している全国の平均値と本学の平均値とを比較・検

討した。また、各年度別の変化も調べることができた】2）。その結果、1咋次

生の踏台昇降運動（全国平均61．34cm）は本学が032cm（052％）短く、2年

次生の踏台昇降運動（全国平均60．63cm）は本学が0．47cm（0．78％）も短いこ

とがわかった。比率では1年次生と2年次生は、それぞれ0．52％と078％短

い3）。なお、本学学年の全体では全国学生よりも平均で007cm（011％）も短

い。これらを以下のように報告する。

2　測定方法

体力テストの中で、踏台昇降運動のデータば83年から’92年までの10年間に

わたって測定し、採集したものである。測定時期は各年度の4月中旬より5月

中旬。また、測定方法は文部省制定の診断テスト実施力法に準拠している。な

お測定者は木‘、声教養部体育関係の教員である。調査対象と人員は、次のとおり

である。

1983年　繹1（563）、繹2（568）、法1（278）、法2（220）、計（1629名）

1984年　経1（599）、経2（599）、法1（300）、法2（299）、封（1797名）
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学生の踏台抑降運動（1983～92）（沢、中澄、■諦桓）

1985叩　経1

1986年　繹1

1987年　締1

1988年　径1

1989咋　繹1

1990年　繕1

1991年　経1

1992咋　経1

1′均　　繹1

（605）、経2

（453）、繹2

（600）、維2

（413）、経2

（160）、繹2

（263）、経2

（394）、経2

（440）、経2

（449）、繹2

（600）、法1

（508）、法1

（603）、法1

（419）、法1

（132）、法1

（478）、法l

（429）、法1

（460）、法1

（480）、法1

（299）、法2

（337）、法2

（300）、法2

（394）、法2

（111）、法2

（247）、法2

（371）、法2

（407）、法2

（304）、法2

（273）、引（1777名）

（207）、計（1505名）

（300）、封（1803名）

（346）、計（1572名）

（166）、計（569名）

（352）、引（1340名）

（447）、計（1641名）

（430）、計（1737名）

（304）、計（1537名）

3　情報処理

コンピュータ処理を才Jうため、測定テ【夕は10年問にわたる延へ約15，000名

の，学生から採集した。採集したチークは、光‘ly：式読取機（OCR OptlCal

Character Reader）からOCRンpトを入力媒体として入ノ］した。使用した

電子計算機は、本ツ情報科学センターにある日立製作所製のHlTAC M－

2201TDである。また統計処理用のソフトはFORTRANプロクラムと統計解析

用のパッケーソ“BASIC STATISTTCAL SYST11M”である。

なお、「記コンピュータの諸元は、演算スピートは約04MIPS、主記憶素

子（MOS－LSl、64ヒット／チップ）、主記憶谷昆（8MB）およびサイクルタ

イム（読込み150ms・ヤ込み150ms）なとである。

4　測定結果トトり

4．1　踏台昇降運動の平均値

’83～’92年にわたる経済学部と法学部の1・2年年および全国平均の推移を

rd抽1およびダね．1（L段1年次、小段　2年次また下段：全国）に示す。

経1の平均測定舌数（449名）の平均は、6157cmで、経2の平均測定者数（

480名）の、ド均は、6175cmである。また、法1の平均測定者数（304名）の半
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学芋隼の踏台昇降運動（1983～92）（沢、■F■臥高垣）
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コンピュータ牌抑こよる大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、し帽、高垣）
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コ／ビュータ解析による大阪経済法科大学学生の栖台対陣運動（1983～92）（軋中乳高垣）
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学生の畔台昇降運動（1983～92）（沢、中澄、高垣）

均は、5959cmで、法2の平均測定者数（304名）の、P均は、6073cmである。

γ由良1④　経1と経2の学年間比較。締1の平均（6157cm）は経2の平

均（6175cm）より018cm（029％）短い。維1のほうが経2より踏台昇降運

動の、1′均が長い作が6箇所であり、短い年が4筒所である。

れ止血1⑤　法1と法2の学年間比較。法1の、ド均（5959cm）は法2の平

均（6073cm）より114cm（189％）短い。法1のほうが法2より踏台昇降運

動の、ト均が良いイlが4箇所であり、短い勺が6箇所である。

71（沌わ1⑦1学年の学部間比較。繹1（6157cm）の平均は法1の平均

（5959cm）より198cm（3．27％）長い。繹1のほうが法1より踏台昇降運動

のミ†′均が良い叶が7簡所であり、短い作が3筒所である。

rα鋸el⑧　2学年の学部間比較。繹2（6175cm）の平均は法2の平均

（6073cm）より103cm（167％）良い。経2のほうが法2より踏台昇降運動

の平均が長い年が7筒所であり、短い勺が3箇所である。

4　2　踏台昇降運動の標準誤差

本ヴの1年と2叩／1＿に対して、’83作から’92作まで得られた踏台昇降運動の

測定値から、その標準誤差を推定した。それを標準誤差としてれ油壷1（SE．）

に示す。標準誤差（10叶問の平均でみると）は、繹1（平均測定者数朋9名）

が133cm、繹2（平均測定帯数480名）が193cmである。これから経済学部の

今体ではおおよそ163cmになる。†「り様に、法1（平均測定者数304名）が1．88

cm、法2（、1′均測定者数304名）が140cmである。これから法学郡の全体では

おおよそ164cmである。

次に、学部と学作問の標準誤差を比較・検討した。その結果いずれの学部も

1年隼のほうが2年／lよりもばらつきが小さいという共通した傾l占」が見られた。

これを下郡別にみると、緯1（1．33cm）は法1（188cm）より0．55（34．27％）

cm小さい。なおト毎次生全休ではおおよそ161cmである。一方、経2

（193cm）は法2（140cm）より053cm（3183％）大きい。なお2年次生の

全体で平均標準誤嘉一は167cmである。このように1隼次生全体（平均1．61

cm）では2叶次隼全体（平均167cm）よりばらつきがわずかに小さい。な
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コ／ビュータ解析による大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、中澄、．騨）

お学部・学年を合わせた全平均は164cmである。この4グループを標準誤差

の小さいJ榔こ並べ替えると、経1（1．33cm）、法2（188cm）、法1（1．88cm）

およひ繹2（193cm）の順になる。これから、1年次生のほうが2叩次生よ

りばらつきが人きいのではないかと推察させる。

4　3　経1の踏台昇降運動の回帰係数

経1の踏台昇降運動の回帰係数は、mbJe2とダ岬．2（上段　線グラフ、下

段　棒グラフ）のとおりである。体格・体力への回帰係数を平均の欄でみると

胸囲と体重を除くといずれも正である。なおl回帰係数の大きいところでは、当

然重相聞係数は人きい傾向がある。重相関係数が小さいため、「可帰方程式を確

定する大きさではない。L址帰方程式の碑定は、今後のより詳細な結果に待たな

ければならないが、その基となる結果としてほ注目したい。，83～，92咋度のデー

タから求めた経済学部1年次生の踏台昇降運動（cm）の体格・体力への回帰

方程式と司和関係数（R）は、次のとおりである。

踏台昇降運動＝74593－0154（胸　　　　囲）（R＝0097）1（4－1）

踏台昇降運動＝69192－0125（体　　　　重）（R＝0107）・・（4－2）

踏台昇降運動＝57．571＋0028（背　　筋　　力）（R＝0．068）・（4－－3）

踏台昇降運動＝59620十0．038（握　　　　力）（R＝0056ト・（4－4）

踏台昇降運動＝50290＋0059（身　　　　長）（R＝0064）　（4－5）

踏台昇降運動＝57688＋0063（伏臥上体そらし）（R＝0，071）　（4－6）

蛸台昇降運動＝53828＋0127（垂　直　跳）（R＝0101ト　（4－7）

折合昇降運動＝59854＋0137（＼上付体前岡）（R＝0093）・（4－8）

踏台昇降運動＝51794＋0209（反　復　横　銚）（R＝0114）……（4－9）

この回帰方程式では、回帰係数はすへてll▲と負か含まれている。体格分野で

の回帰係数は胸囲（－b＝0154）と体重（b＝－0125）の2種目である。体格

分野における回帰係数と重相関係数の箱凶は、それそれ－0154～0059と0．064

～0107である。体力分野での回帰係数と重桐関係数は、「力」に属する背筋力
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コノビュータ解析による大阪経済法科大学学二の研台昇降運動（1983～92）（沢、中給、高垣）
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（b＝0028）・握力（b＝0，038）と「跳び」に属する垂直跳（b＝0127）・反復

横跳（b＝0209）である。この回帰係数と重相関係数の範囲は、それぞれ0028

～0．209および0056～0114である。これから「力」より「跳び」のほうが踏台

昇降運動への寄与が大きいと推察される。

－92－

二
丁
二
・
二
二
二
■
∴
，
J
二
：
■
こ
」
ト
T
V
】



コンピュータ解析による人阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、中濃、高垣）

4　4　経2の踏台昇降運動の回帰係数

締2の踏台昇降運動のい】1帰係数は、れ止血3と爪彿2（上段　線グラフ、下

段　棒グラフ）のとおりである。体格・体力への回帰係数を平均の欄でみると

経1とIuJ様である。なお「叶帰係数の大きいところでは、当然垂相関係数は大き

い傾向がある。重相聞係数が小さいため、回帰方程式を確定する人きさではな

い。回帰方程式の確定は、今後のより詳細な結果に待たなければならないが、

その基となる結果としてはrlRしたい。’83～’92年度のチークから求めた経済

学部2年次生の糟台昇降運動（cm）の体格・体ノ」への回帰方程式と電相関係

数（R）は、次のとおりである。

踏台昇降運動＝74855－0145（胸　　　　　囲）（R＝0091）　（4－10）

踏台昇降運動＝70217－0116（体　　　　　重）（R＝0120）・・（4－11）

踏台労降運動＝55339十0048（背　　筋　　力）（R＝0106）……（4－12）

踏台昇降運動＝50641＋0064（身　　　　　長）（R＝0083）　　（4－13）

踏台昇降運動＝56962＋0101（掠　　　　　力）（R＝0084）・・（4－14）

踏台昇降運動＝55293＋0114（伏臥L体そらし）（R＝0086）・・（4－15）

踏台男降運動＝59808十0130（立位体前屈）（R＝0093）・　（4－16）

踏台昇降運動＝49123＋0276（反　役　桟　跳）（R＝0113）・　（4－17）

踏台昇降運動＝48066＋0361（垂　　直　　跳）（R＝0174）　　（4－18）

このlnけ話力和」式では、回帰係数は胸囲と休市を除くとすへて日である。体格

分野での回帰係数は胸凶（b＝－0145）、体重（b＝－0116）および身長

（b＝0064）の3秤目である。体格分野における恒Ⅰ帰係数と南柏関係数の範囲

は、それぞれ－0145～0064と0083～0120である。体力分野でのより大きい

回帰係数は、「力」に属する閂筋ノブ（b＝0．048）・握力（b＝0101）および「跳

び」に属する重点跳（b＝0361）・反復偵跳（b＝0113）である。体力分野に

おける回帰係数と重相関係数の範囲は、それぞれ0048～0361と0084～0174

である。この「跳び」に屈する項臼の【ul帰係数は、「力」分野より人きい。体

力のlr－1帰係数と市村閥係数は、体格分野よりわずかに相関が向いと思われる。
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学年の踏台昇降運動（1983～92）（沢、巾澄、－瑞垣）

なお、この傾油日ま緯lと同様である。

4．5　法1の踏台昇降運動の回帰係数

法1の踏台珂降運動の回帰係数は、γα抽4とダね．2（上段　線グラフ、下

段　棒グラフ）のとおりである。体格・体力（椚台昇降運動を除く）への回帰

係数を平均の欄でみると胸囲・体重・伏臥1二体そらしを除くといずれも止であ

る。なお回帰係数の人きいところでは、1然重用関係数も人きいが、専相関係

数が小さいため亜拍程式を確定する人きさではない。山帰力持式の碓定は、

今後のより詳細な結果に待たなければならないが、その基となる結果としては

江目したい。’83～’92年度のチークから求めた法学部1年次生の踏台昇降運動

（cm）の体格・体力への剛†l‡力和式と萌相関係数（R）は、次のとおりである。

踏台昇降連動＝74109－0165（胸　　　　　囲）（R＝0120）　　（4－19）

踏台昇降運動＝67723－0125（体　　　　　重）（R＝0131）　　（4－20）

踏台昇降運動二60509－0010（伏臥【休そらし）（R＝0053）……（4－21）

踏台昇降運動＝55307　十0030（背　　肌　　力）（R＝0093）　・（4－22）

踏台昇降運動＝54018＋0033（身　　　　　長）（R＝0069）　　（4≠23）

踏台昇降運動＝58298＋0074（立小仙体前山ミ）（R＝0070）・・（4－24）

踏台昇降運動＝53512　＋0134（挺　　　　　力）（R＝0086）　・（4－25）

踏台昇降運動＝50528　十0158（重　　点　　跳）（R＝0123）　　（4－26）

踏台昇降：運動＝47616　＋0277（反　復　構　跳）（R‾0132）　　（4－27）

この回帰〟梓式における仏の口l帰係数は、休耕分野である胸閃（b＝－0165）・

体項（b＝－0125）と伏臥l＿休そらし（b＝－0010）の3種目である。体格に

おける回帰係数と血相l渕係数の範囲は、それぞれ－0125～0033と0069～

0131である。体力分野でより人きい回帰係数は、「力」に属する曹筋力（b＝

0030）・握力（b＝0134）と「跳び」に属する垂ILlr跳（b＝0158）・反復横跳

（b＝0277）である。体力におけるlロl帰係数と粗相関係数の簡朗は、それぞれ－

0010～0277と0053～0132である。「跳び」に属する項「1の回」掃係数は、「力」
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、小鳩、電垣）
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コノピューク解析による大阪経済法科大学学年の踏台昇降運動（1983～92）（沢、中農、高垣）

分野より大きい。体格の回帰係数と車用関係数は、体力より小さいため、相関

性が「ともくないと思われる。なお、この傾向は繹1・維2と同様である。

4　6　法2の踏台昇降運動の回帰係数

法2の踏台州降運動の回帰係数は、rd鋸e5とダね．2（上段　緑グラフ、下

段　棒グラフ）のとおりである。体格・体力への回帰係数を平均の欄でみると

法1と同様である。なお【nl帰係数の人きいところでは、さ■う然重相聞係数も大き

いが、蚕相関係数が小さいためIFll帰方程式を確定する人ささではない。回帰方

程式の確定は、今後のより言Y紬な結果に待たなければならないが、その基とな

る結果としてはrlRしたい。’83～’92隼皮のデータから求めた法学部2年次生

の踏台月降運動（cm）の体格・体力への回帰方程式と垂相関係数（R）は、

次のとおりである。

踏台昇降運動＝66664－0094（体　　　　重）（R＝0096）・・（4－28）

踏台昇降運動＝66325－0073（胸　　　　囲）（R＝0061）・（4－29）

踏台昇降運動＝6121810013（伏臥上体そらし）（R＝0111ト　（4－30）

踏台昇降運動＝55843＋0027（背　訊　力）（R＝0105ト　（4－31）

踏台昇降運動＝52314＋0044（身　　　　長）（R＝0089）　（4－32）

踏台昇降運動＝56626＋0073（握　　　　力）（R＝0075）　（4－33）

踏台昇降運動＝59364十0087（立位体前樋）（R＝0070）・（4－34）

踏台昇降運動＝47589＋0127（反　復　横　跳）（罠＝0079）　（4－35）

踏台矧嘩運動＝51728＋0147（ヰ　直　跳）（R＝0116）　（4－36）

この捌■‡方程式における負の阿帰係数は、体格分野である胸囲（b＝－0073）・

体重（b＝－0094）と体力分野である伏臥l休そらし（b＝－0013）の3種目

である。体格におけるlロ掘係数と亜相槻係数の範囲は、それぞれ－0013－r

OO94および0・061～0111である。体力分野でのより大きいl口l帰係数は、「力」

に偶する背筋力（b＝0027）・視力（b＝0073）と「跳ひ」に属する垂直跳（b＝

0147）・反復櫨眺（b＝0127）である。体力における回帰係数と東相関係数の
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コ／ピューク解析による大阪経済法科大学学生の躇台昇降運動（1983～92）（沢、中澄、高垣）
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、中澄、議垣）

範囲は、それぞれ－0013～0147および0070～0．116である。「跳ひ」に屈する

分野の回帰係数は、「力」分野より大きい。体格の回帰係数と垂相関係数は、

体力より相関Mが小さいのではないかと思われる。なお、この傾向は、経1・

経2・法1と川様である。

4．7　踏台昇降運動に対する各種目との墓相関係数とF値

踏台昇降運動と各種目との甫札関係数（R）と分散分析のF伯（F）につい

ては、次のようにまとめられる。

経1の重相関係数（R）と分散分析のF値（F）は、m鋸e6および爪娩3

（上段　棒グラフ、下段　線グラフ）とダ由．4（上段　棒グラフ、下段　線グ

ラフ）のとおりである。体格分野の重相関係数は、0097（胸囲）から0107

（体重）と分散分析のF佃は、16朋（身長）から3634（胸閃）の範囲である。

体力分野での重相関係数は0056（視力）から0114（反復桟跳）と分散分析の

F他は1340（握力）から5896（反復横跳）の範囲である。いずれも体力分野

が体格分野よりも人きいと思われる。

経2の重相関係数（R）と分散分析のF値（F）は、れ沌虎7およひ鞠．3

（上段　棒グラフ、下段　線グラフ）とFね．4（上段　棒グラフ、下段　線グ

ラフ）のとおりである。休耕分野の重柑関係数は0083（身長）から0120（体

重）と分散分析のF伯は、2407（身長）から4751（体重）の範囲である。経

1とl‖」様な傾向である。1、体力分野の重相関係数の範岡は0084（握力）

から0174（畢【鯛眺）および分散分析のF値の範関はと1988（伏臥上体そらし）

～9401（垂丘跳）である。すなわち、体ノ」分野は締1と同様にいずれも体格

分野よりも大きいと思われる。

法1の墓相関係数（R）と分散分析のF値（F）は、れ沌血8およびダわ．3

（上段　棒グラフ、下段　線グラフ）とダね．4（上段　棒グラフ、下段　線グ

ラフ）のとおりである。体格分野の垂相l粟係数は、0069（身長）～0131（体

重）およひ分散分析のF佃は、1516（身長）～4554（体中）の範囲である。

経1・経2と同様な傾向である。体力分野の垂相l兇係数は、0053（伏臥L体
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コンピュータ解析による人阪経済法科大学学／1の踏台昇降運動（1983～92）（沢、Il偏、高垣）
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学年の踏台昇降運動（1983～92）（沢、小澄、高垣）
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コンビュ‾夕解析による大阪経済法科大学学生の研台昇降運動（1983～92）（沢、中澄、高垣）
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、小磯、高垣）
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体力分野で重相聞係数は、0935（立付体前屈）～5264（垂直跳）および分散

分析のF伯の範囲は、0（背筋力）～11997（＼1樟体前屈）である。体力分野

での蔓相閑係数は体格分野よりはるかに人きいと思われる。
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コンビュ‾タ解析による大阪経済饉科大学学生の鞘台昇降運動（1983－92）（軋中澄、高垣）
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、［l増、高垣）
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コ／ピューク解析による大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、中臥高垣）

5　検　　　討3～ld）

5．1踏台昇降運動の平均値の検討

本学経済学部および法学部学生の踏台昇降運動、学年別のデータを文部省が

実施しているデータと対比した形でrα鋸elに示す0結果は次のとおりである。

rd的1⑥　全国の学年間。全国平均では1年次生（6134cm）が2年次生

（6063cm）より071cm（1・16％）大きい01学年が2学年より長い年が9簡

所、短い年が1箇所である。この10年間の各年度における標準誤差と分散は、

それぞれ0・81cmと065cmである0この10年間の全国1年次生Nl（鞠．1の上

段：緑クラフ、下段・棒グラフ）と全国2年次生N2（鞠．2の上段：線クラ

フ、下段　棒クラフ）との関係式は、次のとおりである。

Nl＝55・16＋0・071Year・…（R2＝0．014）　　　・（5－1）

N2＝4843＋0139Year………（R2＝0．074）　　　・（ト2）

N12＝Al　＋0105Year・・　　　　　　　　　　・（5－3）

ここで、回帰方程式の計算は西暦1983－1992年を83～92として処理を行った。

Nl（全国1年次生）の回帰係数と決定係数は、それぞれ0．071と0014で。N2

（全国2年次生）の回帰係数と決定係数は、それぞれ0．139と0074である。こ

れから全国平均では、毎年わずかではあるが、大きくなる傾向である。さらに、

l年次隼より2年次生の方に、この傾向が強いと思われる。

れ沌血1⑦　本学1学年の学部間。踏台昇降超勤では経1（6157。m）は法

1（5959cm）より198cm（327％）大きい。ここで、経1が法1より長い年

が7箇所、短い年が3箇所である。また、両学部とも踏台昇降運動は、年とと

もにわずかに大きくなる傾向がある（ダ毎．1の上段）。踏台昇降運動を本学1

年次生と全国1年次生と比へると、本学学年の踏台昇降運動が年々大きくなる

に反して、全国学生のそれは、小さくなる傾向がある。経1と全国1の関係で
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コンピュータ解析による大阪経済法科大学学生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、中澄、高垣）

は、，83年から，90年頃までに推移すると、その長短は相互がわずかに接近して、

それからは同様の情である。この10年間の各年度における学部・学年差の標準

誤差と分散は、それぞれ244cmと597cmである。この10年間における本学1

年次生の回帰式は、次のとおりである。

El＝5957＋0．023Year・…（R2＝二0002）　　　　　（5－4）

Ll＝5783＋0020Year　　…（R2＝0001）　　　　　（5－5）

ELl＝　A2　＋0022Year　　　　　　　　　　　　　　　‥（5－6）

ここで、El（綽1イ1r次生）の回帰係数と決定係数は、それぞれ0023と0002、

Ll（法1隼次生）の回帰係数と決定係数は、それぞれ0020と0001である。回

帰係数の平均は0022であることから、サ郡間の推移の違いがよく分かる。平

均でみると緯1が法1よりわずかに人きいが、回帰係数は経1が法1より約15

％も人きい。

rα抽1⑧　2学年の学部間。経2（61．75cm）は法2（60．73cm）より102

cm（167％）大きい。測定年度の経過に伴い、経2の踏台舅降運動は、法2

の増加よりはるかに人きく増大する傾向にある（爪机2の中段：線クラフ、下

段：棒クラフ）。それは経2の方が法2年次生より大きい年が7簡所、小さい

年が3箇所である。経2と法2の回帰係数は、それぞれ0522と0120で相互が

異なっていることがわかる。本学の繹2と法2の学生とのテ一夕を比へると、

，83年度では法2が人きく、経2は小さいデータであったけれとも、数年後の

，89年には共にほは一致した値である。本学法2の学／上＿と全国の学生とのデー

タを比へると、，83隼度では法2がわずかに大きい差があったけれとも、5年

後の，8郎fには共にはほ一致した値である。この10年間の各年度における学部・

学年差の標準誤差と分散は、それぞれ199cmと397cmである。この10年間の

2年次生との回帰式は、次のとおりである。

E2＝1605十0522Year　・（RE＝0603）　　　　・（5－7）

L2　＝5027十0120Year・　（R2＝0060）　　　　　（5－8）
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EL2＝A3　十0・321Year・・　　　　　　　　　　　＝（5L9）

ここで、E2（経2年生）の回帰係数と決定係数は、それぞれ0522と0603で、

L2（法2年生）の回帰係数と決定係数は、それぞれ0120と0060である。した

がって、この平均は0・321であり、E2の回帰係数はL2の回帰係数の44倍も大き

い。これは、学部間の相違点を示すものである。

rα抽1⑨1学年の本学経済学部学生と全国との比較。綿1（61．57。m）

は全国1（6134cm）より023cm（0・37％）大きい0それは経1の方が全国1

年次隼より大きい年が6箇所、小さい年が4筒所である（鞠．1の上段　線ク

ラフ、下段　棒グラフ）。一方、経1と全国1の回帰係数は、ぞれぞれ0023お

よび0071であり、この両直線ば91年頃に交差している。この10叩問の各年度

における学部・学年差の標準誤差と分散は、それぞれ135cmと183。mである。

れ沌友1⑩1学年の本学法学部学生と全国との比較。法1（5959。m）は

全国1（6134cm）より175cm（294％）小さい。それは経1が法1年次′トよ

り大きい坪が3箇所で、小さい年が7箇所である（鞠．1の上段　線クラフ、

下段　樺クラフ）。法1と全国1の回帰係数は、それぞれ0020および0071で

ある。この10年間の各年度における学部・学年差の標準誤差と分散は、それぞ

れ293cmと859cmである。

れ沌友1⑪　2学年の本学経済学部学生と全国との比較。径2（61．75。m）

は全国2（6063cm）より112cm（181％）小さい。それは鋒2の方が全国2

年次／1より大きい年が8簡所、小さい年が2箇所である（鞠．1の小段　線ク

ラフ、卜段＝棒グラフ）。経2と全国2の回帰係数は、それぞれ0522および

0139ではるかに人きい。この10年間の各年度における学部学年差の標準誤差

と分散は、それぞれ158cmと249cmである。

紬的1⑫　2学年の本学法学部学生と全国との比較を行った。‥法2

（6073cm）は全国2（6063cm）より0．10cm（016％）大きい。それは法2の

方が全国2年次／1－より良い年が5箇所、短い年が5箇所である（鞠．1の中段

線クラフ、卜段　棒クラフ）0また、法2と全国2学生の回帰係数は、それぞ

れ0120および0139で、この両方の直線は相互が接近しながら増大している。
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この10作問の各年度における学郡学年差の標準誤差と分散は、それぞれ133

cmと178cmである。

以【の結果を要約すると、本学1咋次生の蛸台昇降運動の平均（6058cm）

は全国の1隼次学生（6134cm）より076cm（125％）小さい。また、本学2

年次学隼の踏台昇降連動の平均（6124cm）は全国の2年次学生（6063cm）

より061cm（100％）小さい。ゆえに、本学学生の踏台昇降運動の平均（60．91

cm）は、全国学生の雌台昇降運動の平均（60．63cm）より008cm（012％）小

さいことがチーク整理の結果により明かになった。

5．2　踏台昇降運動の槙準誤差の検討

本学経済学部および法学部学／1の踏台昇降運動の学部・学年別データを文部

省のテ一夕と対比した形でrα抽1に示す。結果は次のとおりである。

rα鋸el⑥　全国の学年間との比較。全国1年次仕の標準誤差（1014cm）

は2年次隼（1090cm）より076cm（722％）小さい。この人小を年ことにみ

ると全国1年次／卜が2イ†次生より人きい印が7開所で、小さい年が3箇所であ

る。なお10年「封の各咋度における差の標準誤差と分散は、それぞれ310cmと

961cmである。

r bJel⑨1学年の本学経済学部学生と全国との比較。径1（11．86cm）

の標準誤差は仝し1ヨ1（1014cm）より172cm（1564％）大きい。この大小を

年ことにみると綽1年次／lが全国1年次月より人きい年が5箇所で、小さい年

も5箇所である。なお10年間の各叶度における差の標準誤差と分散は、それぞ

れ451cmと2031clnである。

γα鋸el⑩1学年の本学法学部学生と全国との比較。法1（1036cm）の

標準誤差は全国1（1014cm）より022cm（215％）人きい。この人小を年こ

とにみると法1年次生が全国1咋次年より大きい年が3筒所で、小さい年が7

筒所である。なお10年間の各年度における差の標準誤差と分散は、それぞれ

337cmと1135cmである。
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飛地1⑪　2学年の本学経済学部学生と全国との比較。経2（1008cm）

の標準誤差は全国2（10・90cm）より082cm（7．82％）小さい。この大小各年

ことにみると経2年次生が全国2年次生より大きい年が3箇所で、小さい年が

7筒所である。なお10年間の各年度における差の標準誤差と分散は、それぞれ

137cmと1．86cmである。

rd的1⑫　2学年の本学法学部学生と全国との比較。法2（1049。m）の

標準誤差は全国2（1090cm）より041cm（383％）小さい。この大小を年こ

とにみると法2年次生が全国2年次生より大きい年が3箇所で、小さい年が7

箇所である。なお10年間の各年度における差の標準誤差と分散は、それぞれ

078cmと061cmである。

5．3　全平均に対する回帰係数の検討

踏台昇降運動の回帰係数をrα抽2～5および鞠．2（上段　線グラフ、下

段　棒グラフ）に示す。この体格および体力への回帰方程式の係数を4表にわ

たって平均し、全体を目安とした。回帰係数としてほ、胸囲と体重以外は正で

ある。本学学生の踏台昇降運動（cm）に対する各種目間の計算結果は、次の

とおりである。

踏台昇降運動＝72470－0．134（胸　　　　囲）（R＝0092）・・（5－1）

踏台昇降運動＝68449－0115（体　　　　重）（RE0113卜　（5－2）

踏台昇降運動＝56015＋0033（背　筋　力）（R＝0093卜・（5－3）

踏台昇降運動＝58677＋0039（伏臥上体そらし）（R＝0081ト・（5－4）

踏台昇降連動＝51816＋0050（身　　　　長）（R＝0076）　（5－5）

應台昇降運動＝56680＋0086（握　　　　力）（R＝0075）・・（5－6）

踏台昇降運動＝59331＋0107（立付体前屈）（R＝0081）・（5－7）

踏台昇降運動＝51037＋0198（垂　直　跳）（R＝0128）　（5－8）

踏台昇降運動＝49031＋0222（反　復　構　跳）（R＝0．110）・・（5－9）

この回帰方程式における負の回帰係数は、体格分野である胸囲（b＝－0134）・
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体重（b＝－0115）の2挿口のみである。体格における回帰係数と垂相関係数

は、それぞれ－0134～0050と0076～0113の範囲である。　方、体力分野で

のより人きい回帰係数と重相関係数は、「力」に属する背筋力（b＝0033）・握

力（b＝0086）と「跳び」に屈する垂直跳（b＝0198）・反復横跳（b＝0．222）

である。体ノ」における回帰係数と垂相関係数の範囲は、それぞれ0033～0222

と0075～0128である。「力」分野より「跳び」に属する分野の方がさらに大

きい【口l帰係数である。体格項目の回帰係数と妥相関係数は、体力の項目より小

さく、相関性が高くない。

5　4　全平均に対する重相関係数の検討

晒台昇降運動の回帰分析で求めた垂相関係数の平均値は、（’83年から’92年）

をダ毎．3（上段　棒グラフ、下段＝線グラフ）にホす。次は回帰分析で取り上

げた説明項目を、東和関係数の平均値で、小さいもの順に並へたものである。

1．握力

（El OO56，E2

2　身長

（El OO64，E2

3　立位体前傾

（El O．093，E2

4　伏臥「体そらし

（El OO71，E2

5　胸囲

（El OO97，E2

6　背筋力

（Rl OO68，E2

7．反復横跳

（El O114，E2

0084，Ll

OO83，Ll

OO93，Ll

OO86，Ll

O O91．Ll

OlO6，Ll

Ol13，Ⅰ．1

0086，L20075および平均0075），

0069，」20089および平均0．076），

0070，L20070および平均0081），

0053，L20111およひ平均0081），

0120，」20061および平均0092），

0093，L20105およひ平均0．093），

0132，L20079およひ平均0110），
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8　体重

（ElOlO7，E2　0．120，し10131，L20．096および平均0113），

9　垂直跳

（ElOlOl，E2　0174，Ll O．123，L20．116および平均0．128），

重相関係数の税関をその平均で推察すると0075（握力）～0．128（垂直跳）

程度であろうと思われる。卜の結果からみると体格分野である身長は、体重や

胸囲より相関が高そうである。なお、体格と体力別の範囲は、それぞれ0076

（身長）～0113（体蚤）および0075（握力）～0．128（垂直跳）である。また

「力」分野の背筋力・握力は「跳ひ」分野の垂直跳・反復横跳より寄与が小さ

いと思われる。全体的にみると体重と垂直跳ほ、他の種目ほと相関は高くない。

5．5　全平均に対する分散分析のF値の検討

踏台昇降運動の回帰分析で得られる分散分析のF伯の平均値（，83叫から，92

年）を鞠・4（上段　棒クラフ、F段　線グラフ）に示す。この平均値を小さ

いもの順に萌へると、次のようになる。

1伏臥」一体そらし

（El・206，E2

2　身長

（E1164，E2

3　立位休前屈

（E1360，民2

4　握力

（El．134，E2

5　胸囲

（E1363，E2

6　体重

（E1489．E2

199，Ll O．62，L2　2．65および平均183），

241．L1152，L2　269および平均207），

211，L1184，L2　094および平均212），

230，L1319，L2　220および平均226），

259，L1323．L2　096および平均261），

475，L1455，L2　277および平均424）．
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7　反復桟跳

（E1590，112　512，L1513，L2106および平均430），

8　背筋力

（E1200，E2　392，L1284，L2　452および平均3．32），

9．垂直跳

（E1463，Ⅵ2　940，L1516，L2　526および、17均611），

分散分析のF値の梅園をその平均で推察すると1．830（伏臥上体そらし）

～6113（垂直跳）程度であろうと思われる。上の結果からみると体格分野で

ある身長は、体毒や胸囲より相関が高そうである。なお、体格と体力別の範囲

は2065（身長）～4241（体重）および1831（伏臥巨体そらし）～6113（垂

直跳）である。全体的にみると背筋力と垂直跳は、他の種目ほどF値は大きく

ない。

6　お　わ　り　に

本学学生15，885名を対象に、’83～’92年の10年間にわたって採集した踏台昇

降運動の統言lから整理した結果を、（毎年）文部省が発表している同じ期間の

データと比較し、その結果を以下のように要約する。

（A）1年生の踏台昇降運動

経1と法lの踏台昇降運動の平均は、それぞれ6157cm（標準誤差133cm）

と6175cm（標準誤差193cm）である。また、1年次仕の全平均は6058cm

（標準誤差107cm）である。本学1イl次生の値は、全国1年平均値（61．34cm）

より076cm（125％）小さい。なお、本学と今l司問の差の標準誤差は、067cm

である。

（B）　2年生の踏台昇降運動

経2と法2の踏台昇降運動の平均は、それぞれ6175cm（標準誤差193cm）

と6073cm（標準誤差140cm）である。また、2年次生の全平均は61．24cm

一一113－



コンピュータ解析による大敵経済法科大学芋生の踏台昇降運動（1983～92）（沢、中臥高垣）

（標準誤差1・03cm）である。本学2年次生の値は、全国2年平均値

（6063cm）より061cm（100％）大きい。なお、本学と全国間の標準誤差は、

020cmである。

（C）　全学生に対する本学と全国の総平均値

本学と全国の蹄台昇降運動の総平均値は、それぞれ60．91cmと60．99cmであ

る○すなわち、本学の方が全国の学生より0．08cm（012％）小さい。

（D）　踏台昇降運動に対する各種眉間の回帰係数

踏台昇降運動の各種目への回帰係数は、平均して－0．134ないし0．222であり、

その誤差は0・356である。これの小さい順に種目を並へると、次のようになる。

胸　　　閃（－0134）、体　　　重（－0115）、背　筋　力（0033）

伏臥1二体そらし（0．039）、身　　　　長（0．050）、握　　　　力（0．086）

立付体前屈（0107）、垂　直　跳（0198）、反　復　桟　跳（0222）

初めの種目、胸開・体重・背筋力・伏臥上体そらし・身長および担力の6種

Hは非常に小さい回帰係数であるため有意とは考え難い。下段の種目である立

位体前屈、垂直跳、反復横跳は、前の6種目よりもよりわずかに大きいが、10

年間の傾向を示唆するものと思われる。

（E）　踏台昇降運動に対する各種目間の墓相関係数

踏台昇降運動に対する各種日間の頭相関係数は、乎均して0075ないし0．128

で、その誤差は0．053である。これの小さい順に種目を並へると、次のように

なる。

握　　　　力（0．075）、身　　　　長（0076）、伏臥ヒ体そらし（0081）

立位体前屈（0081）、胸　　　　囲（0．092）、背　筋　力（0．093）

反　復　横　跳（0110）、体　　　　重（0113）、垂　直　跳（0．128）

この種目も単独で踏台昇降運動を記述しているとは言い嫌いが、より詳しい

分析用に説明項目を選ぶ上での、参考値として注目をしたい。

（F）　踏台昇降運動に対する各種日間の分散分析のF値

踏台昇降運動に対する各種日間の分散分析のF値は、平均して1830ないし

6113で、その誤差は4283である。これの小さい順に種目を並べると、次のよ

うになる。
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伏臥上体そらし（1830）、身　　　　長（2065）、立位体前屈（2．120）

握　　　　力（2257）、胸　　　　閃（26n5）、背　　筋　　力（3318）

体　　　　重（4241）、反　復　桟　跳（4300）、垂　直　跳（6113）

ここでも（E）と同様の結果を物語っている。
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